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■論 文 内 容 の 要 旨
本論文は糸状菌の生産する酵素の一種であるアシラーゼについて研究したもので 9 章にまとめ られてい
る｡
第 1 章は緒論であって, 本酵素に関する従来の研究および本研究の目的と意義についてのべている｡ ア




第 2 章では, 酵素の調製法についてのべている｡ A stpergillus 属のなかか らより強い酵素活度を有する
菌株をさがし, そのふすま培養の水抽出液か ら出発するのであるが, 特に大量の粗抽出液か ら酵素を収量
よく, かつ能率的に精製するカルシウム沈殿法を考案した｡
第 3 章では, 糸状菌アシラ- ゼの一般的性質についてのべている｡ 特に本酵素の金属酵素としての性質
に重点を置き, 最高活度の発現に必要なコバル トイオン濃酎 こおける最適 pH ､ M ichaelis恒数を求め, さ
らにSH 一抑制剤, キレー ト剤, ならびに種々の 2価金属イオンの影響などについてしらべ, 本酵素の特
質が明らかにされている｡
第 4 章では, 酵素の安定性についてのべている｡ 本酵素は精製の過程が進むにつれて, その安定性が減少
し, ある程度以上の精製は困難であったが, その安定化に寄与する物質について種々検索した結果, 酢酸
および硫酸イオンが効果のあることを見出し, さらにその効果がED T A の共存により消失し, コバル トイ
オンの共存により増加することを知った｡ ただしコバル トイオン単独の存在は, かえって安定性を減少さ
せる｡ 特に酢酸イオンとコバル トイオンの両者が同時に存在するとき最も安定となることを明らかにし,
これによって以後の精製を容易にすることができた｡
第 5章では, 酵素のより高純度- の精製についてのべている｡ すなわち D EA E- Sephadex カラムクロ
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マ トグラフ法という最＼も新しい技法によって, 従来取除くことのできなかった着色不純物質を完全に除去
することができ, さらに引続きアセ トン分別を行なって比活度を最初の 1,500 倍に高 めた標 品を得てい
る｡ これについて電気泳動法および超遠心分離法による分析を行なって, 均一なタンパク質であることを
明 らかにしている｡
第 6 章では, 基質あるいは生成物と構造のよく似たカルボン酸による阻害の機作について, カルボキシ
ペプチダーゼにおける場合と比較した結果についてのべ, 特にモノカルボン酸による阻害度はその構造に
よって著しく異なり, 7 - ニールプロピオン酸が強い阻害を示し, かつその阻害形式が非括抗的であるこ
とを明らかにしている｡
第 7 章と第 8 章では, 金属イオンと酵素作用の関係について詳細に検討した結果についてのべている｡
すなわち, まず種々のアシルアミノ酸を基質とした場合についてコバル トイオンによる活性化の割合を比
較して, その活性化割合が基質の種類によって著しく異なることを明らかにした｡ たとえばアセチル- ロ
イシンの分解速度はコバル トイオンによって約 5倍に増加するが, クロロアセチル- フェニルアラニンの
それは逆に減少することを知り, コバル トイオンの添加が酵素作用発現のためには必須ではなく, 酵素に
は本来強固に結合している何らかの金属イオンが存在することを推定した｡ これについて, 酵素タンパク
にコバル トイオンまたは ED TA を添加したのち透析処理あるいはSephadex処理を行なって確認した｡
さらに厳密な注意を払った実験条件において, 1,10- フェナン トロリンを用いる透析処理によって完全
に金属をもたない酵素を調製し得た｡ これに種々の 2 価金属イオンを加えて金属酵素を再合成し, その基
質特異性をしらべた結果, 亜鉛イオンを加えた場合が, もともとの酵素のそれとよく一致し, 未来強固に
結合して存在した金属は亜鉛であるとの結論を得た｡
第 9章は総括である｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
アシラーゼはN - アシルアミノ酸のL - 型にのみ 作用してL - アミノ酸を分離させる酵素であ り, 広く
生体内に分布して存在し, その性質は, 合成ラセミアミノ酸の光学分割に利用され実用的意義をも有する




率よく, 選択的に沈殿させるカルシウム沈殿法を考案し, 多量の粗酵素を得て ^さらに, 酵素の安定性を
詳しく検討し, D EA E- Sephadexを用いる カラムクロマ トグラフ法を通用するなどの努力を重ねて, 比
活度がもとの1500倍に達する純粋標品を得ることに成功した｡ とりわけ本著者の考案したカルシウム沈殿
法は, この種の酵素の工業的生産に適し, 高い実用的意義をもつものといえる｡
著者は精製酵素標品を用いて, 特に金属酵素としての見地から, 酵素的諸性質を研究し, その特質を明
らかにしいる｡
さらに, 著者は従来か ら知られていたコバル トによる酵素の活性化現象について, 種々の合成基質を用
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いて, いろいろな条件で検討を加えた結果, コバル トによる活性化割合が基質の種類により著しく異なる
ことを見出した｡
たとえばアセチルロイシンの分解速度はコバル トによって約 5 倍に増加するが, クロロアセチルフユニ
ルアラニンのそれは逆に減少することから, コバル トの添加は酵素作用そのもののためには必ずしも必要
ではなく, 酵素には別な金属が存在するものと考えた｡ そして厳密な注意のもとに 金ー属を全然含まない
酵素をつくり, それにあらためて種々の 2 価金属イオソを加えて再合成してその基質特異性を検討した結
果, 本来強固に結合して存在する金屑は亜鉛であると結論した｡
このような知見はカルボキシペプチダーゼにおいてすでに認められているが, アシラーゼについては本
論文が始めてであ り, 含金属タンパク分解酵素の作用機作の解明に重大な手がか りを与えるものであって
生化学に貢献するところ大である｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
- 486 -
